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菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの
家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、
ブドウ、リンゴ……この庭に実ってい
るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」
だと、おばあちゃんが昔言っていた。
ここで、真冬はおばあちゃんからたく
さんのことを教えてもらったみたい。

な の は　　　 な

いえ　 うら にわ　　　　　　　　　　　　　　 き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にわ みの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 た　　　　　　　　　ほうせき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 むかし い

　　　　　　 ま ふゆ

　　　　　　　　　　　 おし

「宝石
の庭」って…？

ほう
せき

にわ

登場人物
と う 　 　 じ ょ う 　 じ ん 　 　 ぶ つ

なのはと宝石の庭
ほう せき

にわ

Nanoha to houseki no niwa.

ちょっぴりイジワルだけど、過保護。
菜乃葉のおばあちゃんと仲がよかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 か ほ ご

な の は　　　　　　　　　　　　　　　　 なか　　

蒼井 真冬
あ お 　 い 　 　 ま 　 ふ ゆ

羽村 菜乃葉
は む ら 　 　 な 　 の 　 は

お父さん
と う

高橋くん
た か 　 は し

林先生
はやし せ ん せ い

ワケあって不登校の中1女子。本が好き。
父親と二人でくらしている。

　　　 ふ とうこう　 ちゅう じょ し　　ほん　　　す

ちち おや　 ふたり　　

大学の先生。
菜乃葉のお母さんとは別居中。

　　　　　　　 だい がく　 せん せい

な の は　　　　 かあ　　　　　　　 べっきょちゅう 真冬の幼なじみ。
ま ふゆ　 おさな 菜乃葉と真冬の中学校の

理科の先生。

な の は　　 ま ふゆ　 ちゅうがっ こう

　　　　　 り か　　 せんせい

菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの
家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、
ブブブブブドウドウドウドウドウ、、リンリンリンリンリンリンゴゴゴゴゴゴゴ……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい……この庭に実ってい
るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」
だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。だと、おばあちゃんが昔言っていた。
ここで、真冬はおばあちゃんからたく
さんのことを教えてもらったみたい。

なななな ののの は　　　は　　　は　　　は　　　は　　　 ななな

いえ　いえ　いえ　いえ　 うううららら にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　にわ　　　　　　　　　　　　　　 ききき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にわにわにわにわ みのみのみのみのみの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 た　　　　　　　　　ほた　　　　　　　　　ほた　　　　　　　　　ほた　　　　　　　　　ほた　　　　　　　　　ほた　　　　　　　　　ほた　　　　　　　　　ほた　　　　　　　　　ほた　　　　　　　　　ほた　　　　　　　　　ほた　　　　　　　　　ほた　　　　　　　　　ほた　　　　　　　　　ほた　　　　　　　　　ほた　　　　　　　　　ほた　　　　　　　　　ほた　　　　　　　　　ほうううせきせきせきせき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 むむむかかかしし いいい

　　　　　　 まま ふゆふゆふゆふゆふゆ

　　　　　　　　　　　 おし

「「「「「宝宝宝宝宝宝宝宝宝石石石石石石石
のののののの庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭」」」」」っっっっっっっってててててて………………？？？？？？

ほほほほううう
せせせききき

ににににわわわ

登場人物
と う 　 　 じ ょ う 　 じ ん 　 　 ぶ つ

ななののははとと宝宝石石のの庭庭
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Nanoha to houseki no niwa.

ちょっぴりイジワルだけど、過保護。
菜乃葉のおばあちゃんと仲がよかった。
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と う

高橋くん高橋くん
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林先生林先生
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ワケあって不登校の中1女子。本が好き。
父親と二人でくらしている。

　　　 ふ とうこう　 ちゅう じょ し　　ほん　　　す

ちち おや　 ふ たり　　

大学の先生。
菜乃葉のお母さんとは別居中。

　　　　　　　 だい がく　 せん せい

な の は　　　　 かあ　　　　　　　 べっきょちゅう 真冬の幼なじみ。
ま ふゆ　 おさな 菜乃葉と真冬の中学校の

理科の先生。

な の は　　 ま ふゆ　 ちゅうがっ こう

　　　　　 り か　　 せんせい
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菜乃葉の亡くなったおばあちゃんの
家の裏庭。ブルーベリー、木イチゴ、
ブドウ、リンゴ……この庭に実ってい
るものは、ぜんぶ「食べられる宝石」
だと、おばあちゃんが昔言っていた。
ここで、真冬はおばあちゃんからたく
さんのことを教えてもらったみたい。

な の は　　　 な

いえ　 うら にわ　　　　　　　　　　　　　　 き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にわ みの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 た　　　　　　　　　ほうせき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 むかし い

　　　　　　 ま ふゆ

　　　　　　　　　　　 おし

「宝石
の庭」って…？

ほう
せき

にわ

登場人物
と う 　 　 じ ょ う 　 じ ん 　 　 ぶ つ

なのはと宝石の庭
ほう せき

にわ

Nanoha to houseki no niwa.

ちょっぴりイジワルだけど、過保護。
菜乃葉のおばあちゃんと仲がよかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 か ほ ご

な の は　　　　　　　　　　　　　　　　 なか　　

蒼井 真冬
あ お 　 い 　 　 ま 　 ふ ゆ

羽村 菜乃葉
は む ら 　 　 な 　 の 　 は

お父さん
と う

高橋くん
た か 　 は し

林先生
はやし せ ん せ い

ワケあって不登校の中1女子。本が好き。
父親と二人でくらしている。

　　　 ふ とうこう　 ちゅう じょ し　　ほん　　　す

ちち おや　 ふたり　　

大学の先生。
菜乃葉のお母さんとは別居中。

　　　　　　　 だい がく　 せん せい

な の は　　　　 かあ　　　　　　　 べっきょちゅう 真冬の幼なじみ。
ま ふゆ　 おさな 菜乃葉と真冬の中学校の

理科の先生。

な の は　　 ま ふゆ　 ちゅうがっ こう

　　　　　 り か　　 せんせい
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ここで、真冬はおばあちゃんからたく
さんのことを教えてもらったみたい。
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「「「「「宝宝宝宝宝宝宝宝宝石石石石石石石
のののののの庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭」」」」」っっっっっっっってててててて………………？？？？？？
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と う 　 　 じ ょ う 　 じ ん 　 　 ぶ つ

ななののははとと宝宝石石のの庭庭
ほう せき

にわ

Nanoha to houseki no niwa.

ちょっぴりイジワルだけど、過保護。
菜乃葉のおばあちゃんと仲がよかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 か ほ ご

な の は　　　　　　　　　　　　　　　　 なか　　

蒼井 真冬蒼井 真冬
あ お 　 い 　 　 ま 　 ふ ゆ

羽村 菜乃葉羽村 菜乃葉
は む ら 　 　 な 　 の 　 は

おお父父さんさん
と う

高橋くん高橋くん
た か 　 は し

林先生林先生
はやし せ ん せ い

ワケあって不登校の中1女子。本が好き。
父親と二人でくらしている。

　　　 ふ とうこう　 ちゅう じょ し　　ほん　　　す

ちち おや　 ふ たり　　

大学の先生。
菜乃葉のお母さんとは別居中。

　　　　　　　 だい がく　 せん せい

な の は　　　　 かあ　　　　　　　 べっきょちゅう 真冬の幼なじみ。
ま ふゆ　 おさな 菜乃葉と真冬の中学校の

理科の先生。

な の は　　 ま ふゆ　 ちゅうがっ こう

　　　　　 り か　　 せんせい

4
15

34
0_

な
の

は
と

宝
石

の
庭

_0
1.

in
dd

20
25

/1
1/

12
 2

0:
09

5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぜ

　
　

ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
か
り

　

つ
ぶ

　
　

ま

　
　
　
あ

か
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
と

　
　
　
　
　
　
　
　
く
さ

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め

　
　

ほ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　●     

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

た
け

　
な
が

　
　

て

あ
し

　
ひ
か
り

　
　
あ

　
　
　
　
き
ん
い
ろ

　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
あ
わ

　
　
い
ろ

　
　
か
み

す

　
　

と
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
だ

　

む

　
　
　
　
　
が
わ

　
　
　
　
　
　
　ひ

　
　
ひ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め

　
　
　
ひ

ほ
う
せ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
が
や

　
　
　
　

も

　
　
ひ
と
み

　
　
　
　
に
ん
げ
ん

　
　
　
　
お
も

　
　
　
　
し
ゅ
ん
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い

す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
せ
つ

　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
よ
う
せ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
わ

し
ん
ぞ
う

　
　
　
　
　
　
よ
う
せ
い

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
か
れ

　
　

め

　
　
　
み

ひ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ば
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ

か
ん

　
　

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　
　
　
　

い
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぎ

　

し
ゅ
ん
か
ん

　
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ

　
　
　
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
う

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ま

  

よ
う

せ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
れ

　
　
わ
ら

　
　
ご
え

　
　
み
み

　
　
と
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

い
ま

お
も

　
　
　
　

で

あ

　
　
　
　
　
　
は
い

い
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お

　
　
　
　
　
　
　さ
い

し
ょ

　
　
い
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぜ

　
　

ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
か
り

　

つ
ぶ

　
　

ま

　
　
　
あ

か
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
と

　
　
　
　
　
　
　
　
く
さ

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め

　
　

ほ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　●     

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

た
け

　
な
が

　
　

て

あ
し

　
ひ
か
り

　
　
あ

　
　
　
　
き
ん
い
ろ

　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
あ
わ

　
　
い
ろ

　
　
か
み

す

　
　

と
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
だ

　

む

　
　
　
　
　
が
わ

　
　
　
　
　
　
　ひ

　
　
ひ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め

　
　
　
ひ

ほ
う
せ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
が
や

　
　
　
　

も

　
　
ひ
と
み

　
　
　
　
に
ん
げ
ん

　
　
　
　
お
も

　
　
　
　
し
ゅ
ん
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い

す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
せ
つ

　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
よ
う
せ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
わ

し
ん
ぞ
う

　
　
　
　
　
　
よ
う
せ
い

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
か
れ

　
　

め

　
　
　
み

ひ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ば
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ

か
ん

　
　

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　
　
　
　

い
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぎ

　

し
ゅ
ん
か
ん

　
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ

　
　
　
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
う

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ま

  

よ
う

せ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
れ

　
　
わ
ら

　
　
ご
え

　
　
み
み

　
　
と
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

い
ま

お
も

　
　
　
　

で

あ

　
　
　
　
　
　
は
い

い
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お

　
　
　
　
　
　
　さ
い

し
ょ

　
　
い
ろ

6
15

34
0_

な
の

は
と

宝
石

の
庭

_0
1.

in
dd

20
25

/1
1/

12
 2

0:
09

7



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぜ

　
　

ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
か
り

　

つ
ぶ

　
　

ま

　
　
　
あ

か
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
と

　
　
　
　
　
　
　
　
く
さ

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め

　
　

ほ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　●     

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

た
け

　
な
が

　
　

て

あ
し

　
ひ
か
り

　
　
あ

　
　
　
　
き
ん
い
ろ

　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
あ
わ

　
　
い
ろ

　
　
か
み

す

　
　

と
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
だ

　

む

　
　
　
　
　
が
わ

　
　
　
　
　
　
　ひ

　
　
ひ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め

　
　
　
ひ

ほ
う
せ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
が
や

　
　
　
　

も

　
　
ひ
と
み

　
　
　
　
に
ん
げ
ん

　
　
　
　
お
も

　
　
　
　
し
ゅ
ん
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い

す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
せ
つ

　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
よ
う
せ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
わ

し
ん
ぞ
う

　
　
　
　
　
　
よ
う
せ
い

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
か
れ

　
　

め

　
　
　
み

ひ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ば
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ

か
ん

　
　

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　
　
　
　

い
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぎ

　

し
ゅ
ん
か
ん

　
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ

　
　
　
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
う

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ま

  

よ
う

せ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
れ

　
　
わ
ら

　
　
ご
え

　
　
み
み

　
　
と
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

い
ま

お
も

　
　
　
　

で

あ

　
　
　
　
　
　
は
い

い
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お

　
　
　
　
　
　
　さ
い

し
ょ

　
　
い
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぜ

　
　

ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
か
り

　

つ
ぶ

　
　

ま

　
　
　
あ

か
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
と

　
　
　
　
　
　
　
　
く
さ

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め

　
　

ほ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　●     

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

た
け

　
な
が

　
　

て

あ
し

　
ひ
か
り

　
　
あ

　
　
　
　
き
ん
い
ろ

　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
あ
わ

　
　
い
ろ

　
　
か
み

す

　
　

と
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
だ

　

む

　
　
　
　
　
が
わ

　
　
　
　
　
　
　ひ

　
　
ひ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め

　
　
　
ひ

ほ
う
せ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
が
や

　
　
　
　

も

　
　
ひ
と
み

　
　
　
　
に
ん
げ
ん

　
　
　
　
お
も

　
　
　
　
し
ゅ
ん
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い

す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
せ
つ

　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
よ
う
せ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
わ

し
ん
ぞ
う

　
　
　
　
　
　
よ
う
せ
い

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
か
れ

　
　

め

　
　
　
み

ひ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ば
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ

か
ん

　
　

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　
　
　
　

い
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぎ

　

し
ゅ
ん
か
ん

　
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ

　
　
　
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
う

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ま

  

よ
う

せ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
れ

　
　
わ
ら

　
　
ご
え

　
　
み
み

　
　
と
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

い
ま

お
も

　
　
　
　

で

あ

　
　
　
　
　
　
は
い

い
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お

　
　
　
　
　
　
　さ
い

し
ょ

　
　
い
ろ

6
15

34
0_

な
の

は
と

宝
石

の
庭

_0
1.

in
dd

20
25

/1
1/

12
 2

0:
09

7



9 8

　

で
も
こ
の
家い

え

が
建た

て
ら
れ
た
の
は
昭し

ょ
う

和わ

三
十
年ね

ん

だ
か
ら
普ふ

通つ
う

の
こ
と
。

　

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
生う

ま
れ
た
年と

し

の
こ
と
だ
っ
て
聞き

い
て
、
び
っ
く
り
し
た
。

　

わ
た
し
は
訳わ

け

あ
っ
て
、
お
父と

う

さ
ん
と
ふ
た
り
で
、
去き

ょ

年ね
ん

亡な

く
な
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

│
お
父と

う

さ
ん
の

お
母か

あ

さ
ん
の
家い

え

に
住す

ん
で
い
る
ん
だ
。

　
ひ
ま
だ
な
あ
…
…
。

　

わ
た
し
は
起お

き
上あ

が
る
と
、
本ほ

ん

棚だ
な

に
目め

を
向む

け
る
。

　

か
べ
一い

ち

面め
ん

を
埋う

め
つ
く
す
本ほ

ん

棚だ
な

の
一い

ち

番ば
ん

上う
え

の
段だ

ん

に
は
、
勉べ

ん

強き
ょ
う

の
参さ

ん

考こ
う

書し
ょ

や
、
お
母か

あ

さ
ん
が
選え

ら

ん
だ
た
め

に
な
り
そ
う
な
本ほ

ん

が
な
ら
ん
で
い
る
。

　

け
れ
ど
、
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
開ひ

ら

か
れ
る
こ
と
な
く
ホ
コ
リ
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。

　

そ
の
下し

た

に
は
、
こ
こ
に
引ひ

っ
越こ

し
て
く
る
と
き
、
ど
う
し
て
も
置お

い
て
こ
れ
な
か
っ
た
わ
た
し
の
本ほ

ん

が

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
に
つ
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
こ
ど
も
向む

け
の
図ず

鑑か
ん

が
ズ
ラ
リ
。

　

動ど
う

物ぶ
つ

、
植し

ょ
く

物ぶ
つ

、
昆こ

ん

虫ち
ゅ
う

、
宇う

宙ち
ゅ
う

に
恐き

ょ
う

竜り
ゅ
う

。
何な

ん

度ど

も
読よ

ん
だ
せ
い
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
破や

ぶ

れ
て
い
て
、
よ
れ

よ
れ
だ
。

荒
れ
果
て
た
庭

あ

　
　
　
　
　

は

　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ

1
　

縁え
ん

側が
わ

の
外そ

と

に
は
あ
ざ
や
か
な
青あ

お

空ぞ
ら

が
広ひ

ろ

が
っ
て
い
た
。

　

五さ

月つ
き

晴ば

れ
っ
て
言い

う
ん
だ
よ
ね
、
こ
う
い
う
の
。

　

世せ

間け
ん

は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
が
明あ

け
た
ば
か
り
だ
。

　

っ
て
、
年ね

ん

中じ
ゅ
う

休き
ゅ
う

日じ
つ

で
あ
る
、
わ
た
し
に
は
ま
っ
た
く
関か

ん

係け
い

な
い
話は

な
し

だ
け
ど
！

「
…
…
な
あ
ん
て
、
ね
。」

　

た
め
息い

き

を
一
つ
つ
く
と
、
わ
た
し
、
羽は

村む
ら

菜な

乃の

葉は

十
二
歳さ

い

、
は
ゴ
ロ
ン
、
と
広ひ

ろ

々び
ろ

と
し
た
座ざ

敷し
き

に
転こ

ろ

が
っ
た
。

　

座ざ

敷し
き

に
は
お
仏ぶ

つ

壇だ
ん

が
置お

い
て
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
お
線せ

ん

香こ
う

の
に
お
い
が
残の

こ

っ
て
い
る
。

　

今い
ま

ど
き
お
仏ぶ

つ

壇だ
ん

？　

お
線せ

ん

香こ
う

？　

っ
て
思お

も

っ
た
？
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…
…
。

　

わ
た
し
は
起お

き
上あ

が
る
と
、
本ほ

ん

棚だ
な

に
目め

を
向む

け
る
。

　

か
べ
一い

ち

面め
ん

を
埋う

め
つ
く
す
本ほ

ん

棚だ
な

の
一い

ち

番ば
ん

上う
え

の
段だ

ん

に
は
、
勉べ

ん

強き
ょ
う

の
参さ

ん

考こ
う

書し
ょ

や
、
お
母か

あ

さ
ん
が
選え

ら

ん
だ
た
め

に
な
り
そ
う
な
本ほ

ん

が
な
ら
ん
で
い
る
。

　

け
れ
ど
、
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
開ひ

ら

か
れ
る
こ
と
な
く
ホ
コ
リ
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。

　

そ
の
下し

た

に
は
、
こ
こ
に
引ひ

っ
越こ

し
て
く
る
と
き
、
ど
う
し
て
も
置お

い
て
こ
れ
な
か
っ
た
わ
た
し
の
本ほ

ん

が

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
に
つ
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
こ
ど
も
向む

け
の
図ず

鑑か
ん

が
ズ
ラ
リ
。

　

動ど
う

物ぶ
つ

、
植し

ょ
く

物ぶ
つ

、
昆こ

ん

虫ち
ゅ
う

、
宇う

宙ち
ゅ
う

に
恐き

ょ
う

竜り
ゅ
う

。
何な

ん

度ど

も
読よ

ん
だ
せ
い
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
破や

ぶ

れ
て
い
て
、
よ
れ

よ
れ
だ
。

荒
れ
果
て
た
庭

あ

　
　
　
　
　

は

　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ

1
　

縁え
ん

側が
わ

の
外そ

と

に
は
あ
ざ
や
か
な
青あ

お

空ぞ
ら

が
広ひ

ろ

が
っ
て
い
た
。

　

五さ

月つ
き

晴ば

れ
っ
て
言い

う
ん
だ
よ
ね
、
こ
う
い
う
の
。
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は
ゴ
ー
ル
デ
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ウ
イ
ー
ク
が
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け
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ば
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り
だ
。
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て
、
年ね
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ゅ
う
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つ

で
あ
る
、
わ
た
し
に
は
ま
っ
た
く
関か

ん

係け
い

な
い
話は

な
し

だ
け
ど
！

「
…
…
な
あ
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て
、
ね
。」

　

た
め
息い

き

を
一
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つ
く
と
、
わ
た
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、
羽は

村む
ら
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乃の

葉は

十
二
歳さ

い

、
は
ゴ
ロ
ン
、
と
広ひ

ろ

々び
ろ

と
し
た
座ざ

敷し
き

に
転こ

ろ

が
っ
た
。

　

座ざ

敷し
き

に
は
お
仏ぶ

つ

壇だ
ん

が
置お

い
て
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
お
線せ

ん

香こ
う

の
に
お
い
が
残の

こ

っ
て
い
る
。

　

今い
ま

ど
き
お
仏ぶ

つ

壇だ
ん

？　

お
線せ

ん

香こ
う

？　

っ
て
思お

も

っ
た
？
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11 10

る
。

　

若わ
か

葉ば

を
た
く
わ
え
た
小こ

ぶ
り
な
サ
ク
ラ
の
木き

に
は
、
ぷ
る
ん
と
し
た
緑み

ど
り

の
実み

が
な
っ
て
い
る
。

　

た
し
か
、
こ
の
サ
ク
ラ
の
実み

っ
て
、
食た

べ
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
。

　

サ
ク
ラ
は
サ
ク
ラ
で
も
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
木き

っ
て
こ
と
。

　

昔む
か
し

、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
言い

っ
て
た
よ
う
な
気き

が
す
る
。

『
六
月が

つ

に
な
っ
た
ら
遊あ

そ

び
に
お
い
で
。
た
く
さ
ん
食た

べ
ら
れ
る
か
ら
ね
。』

っ
て
。

　

お
正し

ょ
う

月が
つ

や
お
盆ぼ

ん

休や
す

み
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家い

え

に
遊あ

そ

び
に
来き

た
の
は
、
ず
い
ぶ
ん
と
昔む

か
し

の
こ
と
だ
。

　

お
母か

あ

さ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
仲な

か

が
悪わ

る

か
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

　

だ
か
ら
、
用よ

う

事じ

が
な
い
と
来こ

な
か
っ
た
し
、
来き

た
と
し
て
も
す
ぐ
に
帰か

え

っ
ち
ゃ
っ
て
。

　

そ
れ
で
、
結け

っ

局き
ょ
く

、
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
食た

べ
た
こ
と
は
一い

ち

度ど

も
な
か
っ
た
ん
だ
。

　
…
…
食た

べ
た
か
っ
た
な
あ
。

　

っ
て
、
も
し
か
し
て
、
今こ

年と
し

は
食た

べ
ら
れ
る
の
か
な
？

　

な
ん
と
な
く
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
と
、
ふ
と
、
サ
ク
ラ
の
根ね

元も
と

に
飛と

び
石い

し

が
あ
る
の
が
見み

え
た
。

　

ほ
か
は
主お
も

に
冒ぼ

う

険け
ん

小し
ょ
う

説せ
つ

や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小し

ょ
う

説せ
つ

だ
。

　

一
冊さ

つ

、
お
気き

に
入い

り
の
海か

い

外が
い

の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小し

ょ
う

説せ
つ

を
手て

に
取と

る
。

　

そ
し
て
い
つ
も
の
よ
う
に
、
本ほ

ん

の
中な

か

の
世せ

界か
い

に
入は

い

り
こ
も
う
と
し
た
。

　

だ
け
ど
、

　

カ
チ
リ
。

　

古ふ
る

い
時と

計け
い

が
八
時じ

半は
ん

を
さ
し
た
と
た
ん
、
わ
た
し
が
本ほ

ん

の
中な

か

に
入は

い

る
の
を
じ
ゃ
ま
す
る
か
の
よ
う
に
、

洗せ
ん

濯た
く

機き

が
ピ
ー
と
、
洗せ

ん

濯た
く

終し
ゅ
う

了り
ょ
う

の
合あ

い

図ず

を
出だ

し
た
。

「
あ
ー
め
ん
ど
く
さ
…
…
。」

と
言い

い
な
が
ら
も
、
し
ぶ
し
ぶ
本ほ

ん

を
置お

く
。

　

お
父と

う

さ
ん
は
今き

ょ
う日

、
お
仕し

事ご
と

で
朝あ

さ

早は
や

く
か
ら
い
な
い
。

　

だ
か
ら
、
家い

え

の
こ
と
は
ぜ
ん
ぶ
わ
た
し
が
や
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

カ
ゴ
に
入い

れ
た
洗せ

ん

濯た
く

物も
の

を
抱か

か

え
て
、
縁え

ん

側が
わ

か
ら
庭に

わ

に
出で

る
。

　

す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
物も

の

干ほ

し
に
洗せ

ん

濯た
く

物も
の

を
干ほ

し
終お

え
る
と
、
目め

の
前ま

え

に
あ
っ
た
青あ

お

々あ
お

と
し
た
緑み

ど
り

が
目め

に
入は

い
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る
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緑み
ど
り

の
ア
ー
チ
を
く
ぐ
り
抜ぬ

け
る
と
、
ざ
っ
と
風か

ぜ

が
吹ふ

い
て
わ
た
し
は
ぎ
ゅ
っ
と
目め

を
閉と

じ
る
。

　

鳥と
り

が
羽は

ば
た
く
音お

と

が
す
る
。

　

水み
ず

を
含ふ

く

ん
だ
濃の

う

厚こ
う

な
空く

う

気き

が
体か

ら
だ

を
包つ

つ

み
こ
む
。

　

そ
っ
と
ま
ぶ
た
を
上あ

げ
た
わ
た
し
は
、
思お

も

わ
ず
目め

を
見み

開ひ
ら

い
た
。

　

だ
っ
て
。

　

そ
こ
に
は
あ
ざ
や
か
な
色い

ろ

が
あ
ふ
れ
て
い
た
か
ら
。

　

樹じ
ゅ

木も
く

に
は
、
色い

ろ

と
り
ど
り
の
大た

い

量り
ょ
う

の
果か

実じ
つ

が
な
っ
て
い
て
、
陽ひ

の
光ひ

か
り

に
キ
ラ
キ
ラ
と
輝か

が
や

い
て
い
る
。

　

飛と

び
石い

し

は
、
家い

え

の
裏う

ら

に
続つ

づ

い
て
い
る
。

「
え
？　

こ
ん
な
の
気き

づ
か
な
か
っ
た
…
…
。」

　

い
つ
も
は
茂し

げ

っ
た
草く

さ

に
隠か

く

れ
て
し
ま
っ
て
る
せ
い
で
、
目め

に
入は

い

ら
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
に
、
門も

ん

と
家い

え

の
あ
い
だ
に
は
、
サ
ク
ラ
や
ウ
メ
な
ど
が
植う

え
ら
れ
た
、
け
っ
こ
う
し
っ
か
り
と
広ひ

ろ

い
庭に

わ

が
あ
る
。
だ
か
ら
庭に

わ

は
こ
こ
だ
け
だ
っ
て
思お

も

い
こ
ん
で
い
た
。

　

だ
け
ど
、
引ひ

っ
越こ

し
て
き
た
と
き
に
家い

え

の
塀へ

い

の
ま
わ
り
を
ぐ
る
り
と
回ま

わ

っ
た
ら
、
一
周し

ゅ
う

す
る
の
に
二
分ふ

ん

く
ら
い
か
か
っ
た
こ
と
を
思お

も

い
出だ

す
。

　

よ
く
考か

ん
が

え
る
と
、
家い

え

に
対た

い

し
て
ず
い
ぶ
ん
と
土と

地ち

が
広ひ

ろ

い
気き

が
す
る
。

　

っ
て
こ
と
は
、
裏う

ら

も
、
う
ち
の
庭に

わ

っ
て
こ
と
？

　

塀へ
い

と
家い

え

の
狭せ

ま

い
隙す

き

間ま

を
、
地じ

面め
ん

に
敷し

か
れ
た
飛と

び
石い

し

に
導み

ち
び

か
れ
る
よ
う
に
歩あ

る

い
て
い
く
と
、
バ
ラ
に
お

お
わ
れ
た
緑み

ど
り

色い
ろ

の
ア
ー
チ
に
た
ど
り
つ
い
た
。

　

茂し
げ

り
に
茂し

げ

っ
た
葉は

っ
ぱ
の
せ
い
で
、
ア
ー
チ
の
向む

こ
う
に
あ
る
も
の
は
見み

え
な
い
。

　

あ
れ
？

「
な
ん
か
、
こ
こ
、
来き

た
こ
と
が
あ
る
、
気き

が
す
る
。」
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が
す
る
。

　

っ
て
こ
と
は
、
裏う

ら

も
、
う
ち
の
庭に

わ

っ
て
こ
と
？

　

塀へ
い

と
家い

え

の
狭せ

ま

い
隙す

き

間ま

を
、
地じ

面め
ん

に
敷し

か
れ
た
飛と

び
石い

し

に
導み

ち
び

か
れ
る
よ
う
に
歩あ

る

い
て
い
く
と
、
バ
ラ
に
お

お
わ
れ
た
緑み

ど
り

色い
ろ

の
ア
ー
チ
に
た
ど
り
つ
い
た
。

　

茂し
げ

り
に
茂し

げ

っ
た
葉は

っ
ぱ
の
せ
い
で
、
ア
ー
チ
の
向む

こ
う
に
あ
る
も
の
は
見み

え
な
い
。

　

あ
れ
？

「
な
ん
か
、
こ
こ
、
来き

た
こ
と
が
あ
る
、
気き

が
す
る
。」
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雑ざ
っ

草そ
う

に
お
お
い
つ
く
さ
れ
た
庭に

わ

は
、
な
に
が
植う

え
ら
れ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。

　

荒あ

れ
果は

て
て
い
る
、
と
言い

っ
て
い
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
。

「
こ
こ
っ
て
、
も
っ
と
き
れ
い
じ
ゃ
な
か
っ
た
？
」

　

あ
と
、
も
う
少す

こ

し
広ひ

ろ

か
っ
た
よ
う
な
…
…
つ
ぶ
や
い
て
ハ
ッ
と
し
た
。

　

あ
あ
、
わ
た
し
、
お
ぼ
え
て
い
る
ん
だ
。

　

こ
の
庭に

わ

の
あ
る
べ
き
姿す

が
た

を
。

　

だ
か
ら
が
っ
か
り
し
た
ん
だ
、
っ
て
自じ

覚か
く

し
た
と
た
ん
、
急き

ゅ
う

に
頭あ

た
ま

の
中な

か

に
記き

憶お
く

が
広ひ

ろ

が
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
昔む

か
し

一
度ど

だ
け
、
お
母か

あ

さ
ん
の
目め

を
盗ぬ

す

ん
で
、
こ
の
庭に

わ

に
入は

い

り
こ
ん
だ
と
き
の
も
の
だ
っ
た
。

　

か
つ
て
の
こ
の
庭に
わ

に
は
、
足あ

し

の
踏ふ

み
場ば

が
な
い
く
ら
い
に
、
た
く
さ
ん
の
野や

菜さ
い

が
植う

え
ら
れ
て
い
た
。

　

八や

百お

屋や

さ
ん
で
売う

ら
れ
て
る
よ
う
な
野や

菜さ
い

が
、
ず
ら
り
と
な
ら
ん
で
い
て
、
幼お

さ
な

い
わ
た
し
は
、

「
こ
れ
知し

っ
て
る
！　

ト
マ
ト
で
し
ょ
、
キ
ュ
ウ
リ
で
し
ょ
！　

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は

│
。」

と
大だ

い

興こ
う

奮ふ
ん

。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

　

す
ぐ
そ
ば
の
木き

に
は
、
小ち

い

さ
な
赤あ

か

紫
む
ら
さ
き

色い
ろ

の
粒つ

ぶ

が
、
か
た
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。

　

見み

た
と
た
ん
、
甘あ

ま

酸ず

っ
ぱ
い
味あ

じ

が
口く

ち

の
中な

か

に
広ひ

ろ

が
っ
て
び
っ
く
り
す
る
。

「
え
っ
、
こ
れ
…
…
木き

イ
チ
ゴ
？
」

　

思お
も

わ
ず
ふ
れ
る
。

　

こ
の
木き

イ
チ
ゴ
は
た
し
か
マ
ル
ベ
リ
ー
と
も
言い

う
ん
だ
っ
て
。

　

図ず

鑑か
ん

で
見み

た
か
ら
お
ぼ
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
足あ

し

元も
と

に
は
赤あ

か

い
粒つ

ぶ

が
た
く
さ
ん
。

　

野の

イ
チ
ゴ

│
ワ
イ
ル
ド
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
だ
。

　

え
っ
、
な
に
、
こ
こ
。

　

す
ご
い
。

　

塀へ
い

の
中な

か

で
は
あ
る
み
た
い
だ
し
、
う
ち
の
庭に

わ

…
…
だ
よ
ね
？

　

一い
っ

歩ぽ

、
一い

っ

歩ぽ

、
飛と

び
石い

し

に
誘さ

そ

わ
れ
る
よ
う
に
足あ

し

を
進す

す

め
る
。

　

庭に
わ

は
も
の
す
ご
く
広ひ

ろ

く
、
家い

え

が
建た

っ
て
い
る
場ば

所し
ょ

の
二
倍ば

い

く
ら
い
の
面め

ん

積せ
き

が
あ
り
そ
う
だ
っ
た
。

　

だ
け
ど
、
進す

す

む
に
つ
れ
、
最さ

い

初し
ょ

の
感か

ん

動ど
う

が
薄う

す

れ
て
き
た
。
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わ
た
し
は
う
っ
と
り
と
つ
ぶ
や
い
た
。

　

そ
こ
は
ま
さ
に
、
宝ほ

う

石せ
き

の
庭に

わ

だ
っ
た
。

　

す
る
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
う
れ
し
そ
う
に
笑わ

ら

っ
た
。

「
だ
と
し
た
ら
、
こ
こ
に
実み

の

っ
て
い
る
も
の
は
、
ぜ
ん
ぶ
、
食た

べ
ら
れ
る
宝ほ

う

石せ
き

だ
ね
え
。」

　

す
っ
か
り
忘わ
す

れ
て
い
た
こ
と
に
お
ど
ろ
い
た
。

　

口く
ち

の
中な

か

に
は
思お

も

い
出で

の
味あ

じ

が
広ひ

ろ

が
っ
た
け
れ
ど
、
今い

ま

、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
木き

は
一
本ぽ

ん

だ
け
に
な
っ
て
い

て
、
し
か
も
花は

な

は
ま
ば
ら
。
な
ん
と
な
く
元げ

ん

気き

が
な
か
っ
た
。

　

し
ょ
ん
ぼ
り
し
つ
つ
、
見み

回ま
わ

す
。

　

月げ
っ

桂け
い

樹じ
ゅ

や
ユ
ー
カ
リ
な
ど
、
昔む

か
し

と
同お

な

じ
ま
ま
そ
こ
に
あ
る
も
の
も
あ
る
。

　

け
れ
ど
、
ピ
カ
ピ
カ
の
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
野や

菜さ
い

や
果く

だ

物も
の

が
植う

え
て
あ
っ
た
広ひ

ろ

い

畑は
た
け

に
は
、
草く

さ

が
ぼ
う
ぼ
う
と
生お

い
茂し

げ

っ
て
い
た
。

「
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、
タ
ン
ポ
ポ
、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
…
…
。」

　

ど
れ
も
す
ご
く
強つ

よ

い
植し

ょ
く

物ぶ
つ

で
、
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

に
は
雑ざ

っ

草そ
う

っ
て
言い

わ
れ
る
。

「
な
の
は
は
植し
ょ
く

物ぶ
つ

博は
か
せ士
だ
ね
え
。」

と
う
れ
し
そ
う
。

　

ど
こ
か
ら
か
流な

が

れ
て
く
る
甘あ

ま

い
香か

お

り
に
目め

を
細ほ

そ

め
た
わ
た
し
は
、
次つ

ぎ

に
視し

界か
い

に
飛と

び
こ
ん
で
き
た
あ
ざ

や
か
な
色い

ろ

に
ハ
ッ
と
し
た
。

　

見み

上あ

げ
る
と
、
頭あ

た
ま

の
上う

え

の
枝え

だ

に
た
わ
わ
に
実み

の

る
の
は
色い

ろ

と
り
ど
り
の
果か

実じ
つ

だ
っ
た
。

　

熟じ
ゅ
く

し
て
い
る
実み

も
あ
れ
ば
、
ま
だ
青あ

お

い
実み

も
あ
る
。

　

よ
く
見み

る
と
、
花は

な

が
咲さ

い
て
い
る
木き

も
、
葉は

っ
ぱ
だ
け
の
木き

も
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
果か

樹じ
ゅ

が
入い

り
ま

じ
っ
て
い
た
。

「
こ
れ
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
。
そ
れ
か
ら
木き

イ
チ
ゴ
。
ナ
シ
に
ブ
ド
ウ
。
秋あ

き

に
な
っ
た
ら
、
リ
ン
ゴ
や
カ

キ
、
ミ
カ
ン
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
実み

が
な
る
よ
。」

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
指ゆ

び

さ
し
な
が
ら
教お

し

え
て
く
れ
る
。

　

こ
ん
も
り
と
し
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、
つ
ん
で
も
つ
ん
で
も
採と

り
き
れ
な
い
く
ら
い
に
な
っ
て
い
て
。

　

つ
み
た
て
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
味あ

じ

は
、
甘あ

ま

か
っ
た
り
酸す

っ
ぱ
か
っ
た
り
で
、
す
ご
く
濃こ

い
味あ

じ

が
し
た
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
こ
こ
、
宝ほ

う

石せ
き

箱ば
こ

、
み
た
い
。」
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。」
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花は
な

の
名な

前ま
え

や
、
木き

の
実み

の
育そ

だ

ち
方か

た

、
葉は

っ
ぱ
の
に
お
い
ま
で

│
ぜ
ん
ぶ
、
楽た

の

し
そ
う
に
。

　

だ
か
ら
わ
た
し
も
、
い
つ
の
ま
に
か
、
い
ろ
ん
な
植し

ょ
く

物ぶ
つ

の
こ
と
を
お
ぼ
え
て
し
ま
っ
た
ん
だ
。

　

そ
し
て
そ
の
後ご

の
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
植し

ょ
く

物ぶ
つ

図ず

鑑か
ん

を
、
わ
た
し
は
ず
っ
と
宝た

か
ら

物も
の

に

し
て
、
く
り
返か

え

し
読よ

ん
で
い
る
。

　

お
母か

あ

さ
ん
に
は
、「
そ
ん
な
ム
ダ
な
こ
と
よ
り
、
受じ

ゅ

験け
ん

に
役や

く

立だ

つ
勉べ

ん

強き
ょ
う

を
し
な
さ
い
！
」
っ
て
い
や
が

ら
れ
て
た
け
ど
。

　

あ
れ
だ
け
は
ど
う
し
て
も
や
め
ら
れ
な
か
っ
た
な
。

　

意い

外が
い

な
原げ

ん

点て
ん

に
た
ど
り
つ
い
て
、
び
っ
く
り
し
て
い
る
と
、
飛と

び
石い

し

が
終お

わ
る
場ば

所し
ょ

だ
っ
た
。

　

ふ
と
見み

る
と
、
そ
こ
に
も
広ひ

ろ

い
畑は

た
け

が
あ
っ
た
。

　

ん
？　

な
ん
で
こ
こ
だ
け
雑ざ

っ

草そ
う

が
な
い
の
？

　

黒く
ろ

々ぐ
ろ

と
し
た
土つ

ち

が
見み

え
て
、
わ
た
し
は
び
っ
く
り
し
た
。

　

ど
う
見み

て
も
、
た
が
や
さ
れ
て
い
る
。

　

た
が
や
さ
れ
て
い
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
こ
に
は
苗な

え

が
植う

え
て
あ
っ
た
の
だ
。

「
え
、
お
父と

う

さ
ん
が
や
っ
た
の
か
な
。」

　

そ
の
隙す
き

間ま

を
ぬ
う
よ
う
に
し
て
茂し

げ

っ
て
い
る
ハ
ー
ブ
も
あ
っ
た
。

「
あ
、
す
ご
い
。
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
に
ア
ッ
プ
ル
ミ
ン
ト
だ
。」

　

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
は
香か

お

り
が
よ
く
て
、
お
肉に

く

料り
ょ
う

理り

と
か
に
使つ

か

う
け
っ
こ
う
有ゆ

う

名め
い

な
ハ
ー
ブ
だ
。

　

そ
し
て
ア
ッ
プ
ル
ミ
ン
ト
は
ミ
ン
ト
の
一い

っ

種し
ゅ

。
す
ー
っ
と
し
た
い
い
香か

お

り
が
す
る
ん
だ
。

　

ど
ち
ら
も
強つ

よ

い
か
ら
枯か

れ
な
か
っ
た
の
か
も
？

　

見み

お
ぼ
え
の
あ
る
植し

ょ
く

物ぶ
つ

の
名な

を
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
歩あ

る

い
て
い
る
と
、
ど
ん
ど
ん
記き

憶お
く

が
よ
み
が
え
っ
て

き
た
。

　

あ
あ
そ
う
だ
。

　

そ
う
だ
っ
た
。

　

わ
た
し
、
こ
こ
の
庭に

わ

を
見み

た
か
ら
、
植し

ょ
く

物ぶ
つ

が
好す

き
に
な
っ
た
ん
だ
っ
た
。

　

あ
の
日ひ

、
あ
ま
り
に
き
れ
い
で
、
こ
れ
は
な
に
？　

こ
れ
は
な
に
？　

っ
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
た
ず

ね
て
い
た
ん
だ
。

　

そ
ん
な
知し

り
た
が
り
の
わ
た
し
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
う
れ
し
そ
う
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教お

し

え
て
く

れ
た
。
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一い
っ

瞬し
ゅ
ん

そ
う
思お

も

っ
た
け
れ
ど
、
す
ぐ
に
ち
が
う
と
思お

も

っ
た
。

　

だ
っ
て
お
父と

う

さ
ん
は
お
仕し

事ご
と

が
い
そ
が
し
く
て
、
朝あ

さ

は
早は

や

い
し
、
夜よ

る

も
遅お

そ

い
。
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
時じ

間か
ん

、
な
い
は
ず
。

「
ト
マ
ト
の
苗な

え

？　

あ
と
キ
ュ
ウ
リ
と
イ
チ
ゴ
と
シ
ソ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
、
そ
れ
に
カ
ボ
チ
ャ
も
？
？
？
」

　

植う

え
て
あ
る
も
の
の
名な

を
思お

も

わ
ず
口く

ち

に
出だ

す
と
、

「
な
ん
で
、
見み

た
だ
け
で
な
ん
の
植し

ょ
く

物ぶ
つ

か
っ
て
わ
か
る
？
」

　

ふ
と
声こ

え

が
し
て
、
わ
た
し
は
声こ

え

の
ほ
う
へ
ふ
り
返か

え

る
。

　

奥お
く

の
塀へ

い

に
設も

う

け
ら
れ
て
い
る
裏う

ら

口ぐ
ち

か
ら
現あ

ら
わ

れ
た
人ひ

と

影か
げ

を
見み

て
、
わ
た
し
は
か
た
ま
っ
た
。

　

す
っ
と
の
び
た
背せ

丈た
け

。

　

長な
が

い
手て

足あ
し

。

　

色し
き

素そ

の
薄う

す

い
、
サ
ラ
サ
ラ
の
髪か

み

と
整と

と
の

っ
た
顔か

お

立だ

ち
。

　

中な
か

で
も
目め

を
引ひ

く
の
は
、
宝ほ

う

石せ
き

み
た
い
な
ま
ば
ゆ
い
輝か

が
や

き
を
持も

っ
た
瞳ひ

と
み

。

　

ふ
と
頭あ

た
ま

の
中な

か

に
、
さ
っ
き
手て

に
取と

っ
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小し

ょ
う

説せ
つ

が
浮う

か
ん
だ
。
お
ぼ
え
る
く
ら
い
に
何な

ん

度ど

も
見み

た
透と

う

明め
い

感か
ん

の
あ
る
水み

ず

の
妖よ

う

精せ
い

の
挿さ

し

絵え

と
、
そ
の
子こ

が
重か

さ

な
っ
て
見み

え
た
。
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か
と
思お

も

う
と
、
彼か

れ

は
裏う

ら

口ぐ
ち

の
す
ぐ
そ
ば
の
木き

に
な
っ
て
い
た
黒く

ろ

い
実み

を
つ
み
取と

っ
た
。

　

さ
っ
き
と
同お

な

じ
マ
ル
ベ
リ
ー
で
も
、
こ
ち
ら
は
熟じ

ゅ
く

し
た
マ
ル
ベ
リ
ー
だ
。

　
え
？

　

目め

を
瞬ま

ば
た

か
せ
た
わ
た
し
の
前ま

え

で
、
彼か

れ

は
ぱ
く
ん
、
と
実み

を
口く

ち

に
入い

れ
、「
ま
だ
、
ち
ょ
っ
と
早は

や

い
か

な
。」
と
つ
ぶ
や
い
た
。

　
は
？
？
？

　

男お
と
こ

の
子こ

は
今こ

ん

度ど

は
野の

イ
チ
ゴ
を
つ
み
取と

る
と
、
手て

に
持も

っ
て
い
た
カ
ゴ
に
入い

れ
て
い
く
。

　

そ
、
そ
う
い
え
ば
。

　

こ
こ
が
、
う
ち
の
庭に

わ

で
、
妖よ

う

精せ
い

で
な
い
な
ら
ば
。

　

こ
の
『
人ひ

と

』
は
よ
く
考か

ん
が

え
る
と
立り

っ

派ぱ

な
不ふ

法ほ
う

侵し
ん

入に
ゅ
う

者し
ゃ

で
。

　

っ
て
こ
と
は
。

　

現げ
ん

状じ
ょ
う

を
じ
わ
じ
わ
と
理り

解か
い

し
た
わ
た
し
は
、
今こ

ん

度ど

は
頭あ

た
ま

か
ら
血ち

の
気け

が
引ひ

い
て
い
く
気き

が
し
た
。

　

き
っ
と
顔か

お

は
ま
っ
青さ

お

だ
。

「
ど
、
ど
ろ
ぼ
─
！
」

「
え
…
…
妖よ

う

精せ
い

？
」

　

わ
た
し
が
つ
ぶ
や
く
と
、
妖よ

う

精せ
い

は
目め

を
見み

開ひ
ら

く
。

　

か
と
思お

も

う
と
、
ぶ
っ
と
吹ふ

き
出だ

し
た
。

「
妖よ

う

精せ
い

、
っ
て
。」

　

と
た
ん
に
ま
わ
り
の
空く

う

気き

が
、
ぱ
ん
っ
と
ま
る
で
シ
ャ
ボ
ン
玉だ

ま

の
よ
う
に
は
じ
け
、
わ
た
し
は
目め

を
瞬ま

ば
た

か
せ
た
。

　

我わ
れ

に
返か

え

っ
た
わ
た
し
は
気き

づ
い
た
。

　

そ
こ
に
い
た
の
は
、
ど
う
見み

て
も
、
人に

ん

間げ
ん

の
男お

と
こ

の
子こ

だ
。

　

し
か
も
、
わ
た
し
と
同お

な

じ
く
ら
い
の
歳と

し

の
。

「
…
…
…
…
」

　

ブ
ワ
ッ
と
顔か

お

に
血ち

が
集あ

つ

ま
る
の
が
わ
か
っ
た
。

　

わ
あ
あ
あ
あ
、
わ
た
し
の
バ
カ
!!!

　

い
る
わ
け
な
い
じ
ゃ
ん
、
現げ

ん

実じ
つ

に
妖よ

う

精せ
い

な
ん
て
!!!

　

男お
と
こ

の
子こ

は
く
つ
く
つ
と
笑わ

ら

い
な
が
ら
、
肩か

た

を
ふ
る
わ
せ
て
い
る
。
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男お
と
こ

の
子こ

は
今こ

ん

度ど

は
野の

イ
チ
ゴ
を
つ
み
取と

る
と
、
手て

に
持も

っ
て
い
た
カ
ゴ
に
入い

れ
て
い
く
。

　

そ
、
そ
う
い
え
ば
。

　

こ
こ
が
、
う
ち
の
庭に

わ

で
、
妖よ

う

精せ
い

で
な
い
な
ら
ば
。

　

こ
の
『
人ひ

と

』
は
よ
く
考か

ん
が

え
る
と
立り

っ

派ぱ

な
不ふ

法ほ
う

侵し
ん

入に
ゅ
う

者し
ゃ

で
。

　

っ
て
こ
と
は
。

　

現げ
ん

状じ
ょ
う

を
じ
わ
じ
わ
と
理り

解か
い

し
た
わ
た
し
は
、
今こ

ん

度ど

は
頭あ

た
ま

か
ら
血ち

の
気け

が
引ひ

い
て
い
く
気き

が
し
た
。

　

き
っ
と
顔か

お

は
ま
っ
青さ

お

だ
。

「
ど
、
ど
ろ
ぼ
─
！
」

「
え
…
…
妖よ

う

精せ
い

？
」

　

わ
た
し
が
つ
ぶ
や
く
と
、
妖よ

う

精せ
い

は
目め

を
見み

開ひ
ら

く
。

　

か
と
思お

も

う
と
、
ぶ
っ
と
吹ふ

き
出だ

し
た
。

「
妖よ

う

精せ
い

、
っ
て
。」

　

と
た
ん
に
ま
わ
り
の
空く

う

気き

が
、
ぱ
ん
っ
と
ま
る
で
シ
ャ
ボ
ン
玉だ

ま

の
よ
う
に
は
じ
け
、
わ
た
し
は
目め

を
瞬ま

ば
た

か
せ
た
。

　

我わ
れ

に
返か

え

っ
た
わ
た
し
は
気き

づ
い
た
。

　

そ
こ
に
い
た
の
は
、
ど
う
見み

て
も
、
人に

ん

間げ
ん

の
男お

と
こ

の
子こ

だ
。

　

し
か
も
、
わ
た
し
と
同お

な

じ
く
ら
い
の
歳と

し

の
。

「
…
…
…
…
」

　

ブ
ワ
ッ
と
顔か

お

に
血ち

が
集あ

つ

ま
る
の
が
わ
か
っ
た
。

　

わ
あ
あ
あ
あ
、
わ
た
し
の
バ
カ
!!!

　

い
る
わ
け
な
い
じ
ゃ
ん
、
現げ

ん

実じ
つ

に
妖よ

う

精せ
い

な
ん
て
!!!

　

男お
と
こ

の
子こ

は
く
つ
く
つ
と
笑わ

ら

い
な
が
ら
、
肩か

た

を
ふ
る
わ
せ
て
い
る
。
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彼か
れ

は
口く

ち

元も
と

に
指ゆ

び

を
立た

て
て
「
し
ー
！
」
と
制せ

い

す
る
。

　

い
や
、
し
ー
！　

じ
ゃ
な
い
し
！

　

と
思お

も

っ
て
口く

ち

を
開あ

け
る
と
、
男お

と
こ

の
子こ

は
わ
た
し
の
口く

ち

に
野の

イ
チ
ゴ
を
放ほ

う

り
こ
ん
だ
。

　

ぶ
わ
っ
と
広ひ

ろ

が
る
甘あ

ま

酸ず

っ
ぱ
い
果か

汁じ
ゅ
う

に
、
わ
た
し
は
思お

も

わ
ず
目め

を
見み

開ひ
ら

く
。

　

甘あ
ま

い
！　

お
い
し
い
！

　

│
じ
ゃ
な
く
っ
て
！

　

男お
と
こ

の
子こ

は
そ
ん
な
わ
た
し
の
目め

を
じ
っ
と
見み

つ
め
る
。

　

あ
ま
り
に
き
れ
い
な
目め

。

　

見み

惚と

れ
た
わ
た
し
は
、
言こ

と

葉ば

を
失う

し
な

う
。

　

そ
ん
な
わ
た
し
に
、
彼か

れ

は
、
ゆ
っ
く
り
と
た
ず
ね
た
。

「
あ
ん
た
さ
、
中ち

ゅ
う

学が
く

生せ
い

だ
ろ
。

│
ど
う
し
て
こ
ん
な
、
平へ

い

日じ
つ

の
昼ひ

る

間ま

に
こ
こ
に
い
る
？
」

　

思お
も

わ
ず
さ
け
ぼ
う
と
し
た
ら
、
男お

と
こ

の
子こ

が
ギ
ョ
ッ
と
目め

を
む
き
、
わ
た
し
に
飛と

び
つ
い
て
口く

ち

を
ふ
さ
い

だ
。

　

大お
お

き
な
手て

が
わ
た
し
の
口く

ち

を
お
お
う
。

　

ぎ
ゃ
、
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
あ
⁉ 

⁉

「
ち
が
う
。
っ
て
い
う
か
、
こ
こ
は
お
れ
の
庭に

わ

な
ん
だ
け
ど
。」

　
お
れ
の
？

　

そ
ん
な
わ
け
な
い
じ
ゃ
ん
！

　

と
思お

も

っ
た
け
ど
、
口く

ち

を
ふ
さ
が
れ
て
い
る
か
ら
言い

え
な
い
。

　

っ
て
い
う
か
、
こ
の
子こ

す
ご
い
力ち

か
ら

な
ん
だ
け
ど

│
こ
れ
っ
て
、
か
な
り
、
や
ば
く
な
い
⁉

　

も
、
も
し
か
し
て
犯は

ん

罪ざ
い

に
巻ま

き
こ
ま
れ
か
け
て
る
⁉

　

恐き
ょ
う

怖ふ

で
体か

ら
だ

が
か
た
ま
る
と
、
男お

と
こ

の
子こ

は
、

「
あ
。
ご
め
ん
！
」

と
、
あ
わ
て
た
よ
う
に
わ
た
し
を
離は

な

し
た
。

　

わ
た
し
が
あ
ら
た
め
て
悲ひ

鳴め
い

を
上あ

げ
よ
う
と
す
る
と
。
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